
在
、
保
育
園
で
は
必
要
に
応
じ
て
保
育
補

助
員
を
配
置
し
て
い
る
。
小
学
校
生
活
に

円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
保
育
内
容
な
ど

に
工
夫
を
加
え
る
ほ
か
、
集
団
で
の
保
育

に
課
題
が
生
じ
た
場
合
に
も
保
育
補
助
員

を
配
置
で
き
る
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を

検
討
し
て
い
く
。

問
今
後
、
保
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
教
育

的
内
容
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
見

解
を
伺
う
。

答
保
育
園
は
保
育
所
保
育
指
針
に
基
づ
き
保

育
を
実
施
し
て
い
る
。
指
針
で
は
、
小
学

校
と
の
連
携
の
あ
り
方
と
し
て
、
子
ど
も

の
生
活
や
発
達
が
乳
幼
児
期
か
ら
学
童
期

へ
と
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
保

育
内
容
の
工
夫
な
ど
を
図
る
よ
う
配
慮
す

る
と
し
て
い
る
。
保
育
園
に
お
い
て
、
教

育
的
な
内
容
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
小

学
校
生
活
へ
の
円
滑
な
移
行
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
保
育
で
中
心

と
な
る
遊
び
を
通
し
て
文
字
や
数
字
に
親

し
む
な
ど
、
小
学
校
の
教
育
内
容
や
生
活

内
容
に
興
味
・
関
心
が
高
ま
る
よ
う
、
保

育
内
容
の
工
夫
に
取
り
組
む
。

�
飾
区
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

問
区
の
防
災
計
画
の
指
針
で
あ
る
「
�
飾
区

地
域
防
災
計
画
」
を
ど
の
よ
う
な
視
点
に

立
っ
て
見
直
し
て
い
く
の
か
、
基
本
的
な

考
え
を
伺
う
。

答
見
直
し
の
際
の
基
本
方
針
は
、
本
年
８
月

３１
日
開
催
の
�
飾
区
防
災
会
議
に
て
決
定

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
本
年
４
月
に

東
京
都
が
公
表
し
た
「
首
都
直
下
地
震
等

に
よ
る
東
京
の
被
害
想
定
」、６
月
に
成
立

し
た
「
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

及
び
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え

た
、
よ
り
具
体
的
か
つ
実
践
的
な
計
画
と

す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
基
本
方
針

に
加
え
、
現
在
策
定
中
の
基
本
計
画（
案
）

の
「
減
災
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の

防
災
関
連
に
つ
い
て
も
地
域
防
災
計
画
に

反
映
さ
せ
て
い
く
。

問
よ
り
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
、
実
効
性

の
高
い
計
画
と
す
る
た
め
に
、
見
直
し
を

行
う
過
程
で
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
こ
れ
ま
で
の
地
域
防
災
計
画
の
修
正
作
業

は
、
防
災
会
議
で
の
基
本
方
針
決
定
後
、

区
の
各
部
や
防
災
関
係
機
関
に
対
し
修
正

を
依
頼
し
、
修
正
内
容
を
取
り
ま
と
め
る

方
法
で
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
見
直
す

内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
庁
内

の
係
長
級
を
中
心
と
す
る
作
業
部
会
と
、

防
災
課
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
す
る
連
絡
会
を
新

た
に
設
置
し
た
。
作
業
部
会
で
は
、
各
部

の
検
討
内
容
を
報
告
、
調
整
す
る
こ
と
な

ど
、
連
絡
会
で
は
、
作
業
部
会
の
検
討
内

容
を
さ
ら
に
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
設
置

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
会
議
体
の
設

置
に
よ
り
、
全
庁
的
な
情
報
共
有
と
見
直

し
内
容
の
精
度
を
高
め
て
い
く
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
で
実
際
に
応
急
活
動
し

た
職
員
も
参
加
し
、
貴
重
な
体
験
に
基
づ

く
新
た
な
視
点
や
課
題
に
つ
い
て
も
具
体

的
に
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

問
計
画
の
完
成
時
期
、
周
知
の
方
法
に
つ
い

て
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
さ
れ
た
い
。

答
今
回
、
改
定
す
る
地
域
防
災
計
画
は
、
各

部
、
各
防
災
関
係
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
た

見
直
し
内
容
を
年
内
に
取
り
ま
と
め
、
来

年
１
月
開
催
の
地
域
防
災
計
画
見
直
し
幹

事
会
に
諮
り
、
２
月
に
区
防
災
会
議
を
開

催
し
決
定
す
る
。
今
回
の
見
直
し
内
容
が

一
目
で
わ
か
る
よ
う
な
冊
子
を
新
た
に
作

成
し
、
区
内
官
公
署
や
公
共
機
関
、
自
治

町
会
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
公
開
し
広
く
周
知
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
�
飾
区
議
会
議
員
団

住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

医
療
、
福
祉
な
ど
施
策
充
実
を

基
本
計
画
（
案
）

問
中
間
の
ま
と
め
で
は
、
放
射
線
ガ
ン
治
療

の
撤
退
を
踏
ま
え
、「
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
医
療
機
関
の
誘
致
」
を

掲
げ
た
が
、「
真
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の

見
極
め
」「
多
角
的
に
検
討
」
と
後
退
し
た
。

な
ぜ
、
具
体
性
が
欠
如
し
た
の
か
。

答
区
内
医
療
の
現
状
や
将
来
の
予
測
を
踏
ま

え
、
高
度
医
療
、
地
域
医
療
連
携
、
周
産

期
医
療
、
救
急
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
医
療
、
障
害
児
医
療
、
精
神
疾
患
に

対
す
る
医
療
な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
多

角
的
に
検
討
し
、
区
民
に
と
っ
て
必
要
な

医
療
を
見
極
め
て
い
く
。
１０
年
、
２０
年
先

の
超
高
齢
社
会
を
見
据
え
、
健
康
な
区
民

生
活
に
寄
与
で
き
る
将
来
の
医
療
環
境
の

充
実
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討
す
る
。

問
産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
観
光
に
特
化
さ
れ

て
よ
い
の
か
。
本
区
は
中
小
企
業
の
ま
ち

で
あ
り
、
都
内
で
も
有
数
の
工
業
集
積
地

と
し
て
す
ぐ
れ
た
技
術
力
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
条
件
を
一
層
発
展
さ
せ
る
た

め
、
産
業
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
抜
本
的

見
直
し
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
こ
れ
ま
で
の
観
光
施
策
は
特
定
の
地
域
に

偏
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
区
に
は
下
町

情
緒
が
残
る
活
気
あ
る
商
店
街
や
も
の
づ

く
り
を
支
え
る
町
工
場
、
元
気
野
菜
を
生

産
す
る
農
業
な
ど
個
性
あ
る
地
域
資
源
が

豊
富
に
あ
る
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
た
観
光

施
策
を
全
区
的
に
展
開
し
産
業
の
活
性
化

を
図
る
。
ま
た
、
産
業
の
活
性
化
は
５
つ

の
主
要
課
題
に
も
位
置
付
け
て
実
施
し
て

い
く
の
で
、
抜
本
的
見
直
し
は
考
え
て
い

な
い
。

※
他
の
質
問
項
目

新
金
貨
物
線

な
ど

高
齢
者
福
祉

問
国
保
、
介
護
、
後
期
高
齢
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
区
独
自
の
減
免
制
度
を
実
施
す
べ

き
。
国
保
料
の
経
過
措
置
は
来
年
度
も
継

続
す
べ
き
。
な
ぜ
、
国
保
会
計
へ
の
一
般

会
計
の
繰
入
率
が
１０
年
間
で
２．５
％
削
減
で

き
る
の
か
。
資
格
証
の
発
行
を
た
だ
ち
に

や
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
国
保
料
は
、
所
得
に
応
じ
た
均
等
割
額
の

減
額
、
非
自
発
的
な
理
由
で
職
を
失
っ
た

方
へ
の
軽
減
制
度
、
２３
区
共
通
の
生
活
困

難
に
よ
る
減
免
が
あ
る
。
介
護
保
険
は
、

低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
老
齢
福
祉
年
金
受

給
者
で
区
民
税
非
課
税
の
方
の
減
額
制
度

を
区
独
自
に
実
施
し
て
い
る
の
で
、
新
た

な
減
免
制
度
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
保
険
者
は
東
京
都

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
区
独
自
の

減
免
制
度
を
実
施
で
き
る
仕
組
み
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
国
保
料
の
経
過
措
置
は
、

区
長
会
に
お
い
て
検
討
す
る
。
今
後
１０
年

間
で
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
な
ど

に
よ
る
保
険
給
付
費
の
抑
制
と
、
保
険
料

収
納
率
の
向
上
に
努
め
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
率
を
引
き
下
げ
た
い
。
資
格
証
明

書
は
、
納
付
相
談
の
機
会
を
設
け
て
も
反

応
が
な
い
世
帯
や
、
納
付
相
談
に
よ
る
納

付
約
束
を
履
行
し
な
い
世
帯
等
に
発
行
し

て
い
る
。
今
後
も
適
切
に
実
施
す
る
。

※
他
の
質
問
項
目

介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど

放
射
線
対
策

問
水
元
公
園
は
都
の
管
理
で
あ
る
が
、
除
染

計
画
を
策
定
し
た
区
が
権
限
を
持
つ
こ
と

に
な
り
、
計
画
に
基
づ
き
都
が
除
染
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
区
に
し
て
い
く
た
め
に
、

汚
染
状
況
重
点
調
査
区
域
の
指
定
を
受
け

る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
区
内
３３
か
所
の
公
園
や
児
童
遊
園
で
継
続

的
に
実
施
し
て
い
る
空
間
放
射
線
量
定
点

測
定
の
結
果
及
び
、
本
年
３
月
に
実
施
し

た
文
部
科
学
省
の
測
定
器
に
よ
る
空
間
放

射
線
量
の
測
定
「
走
行
サ
ー
ベ
イ
」
に
よ

る
調
査
結
果
等
か
ら
面
的
に
汚
染
さ
れ
た

地
域
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
た
め
、

現
時
点
で
汚
染
状
況
重
点
調
査
区
域
の
指

定
の
要
請
は
考
え
て
い
な
い
。

問
食
材
等
の
検
査
機
器
を
学
校
区
ご
と
な
ど

に
設
置
し
、
体
制
も
整
え
る
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
食
品
中
の
放
射
性
物
質
に
関
す
る
調
理
済

み
給
食
や
牛
乳
の
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
検
査

機
器
の
貸
与
を
受
け
、
区
民
持
ち
込
み
の

食
品
検
査
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

※
他
の
質
問
項
目

各
種
検
査
支
援

な
ど

い
じ
め
問
題

問
い
じ
め
が
な
ぜ
起
き
た
の
か
、
ど
の
よ
う

に
解
決
し
た
の
か
、
解
決
で
き
な
か
っ
た

要
因
は
何
か
な
ど
、
再
検
証
を
行
う
こ
と

が
再
発
防
止
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
事
例
に
よ
っ
て
、
か
つ
し
か
学
校
問
題
解

決
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
い
じ
め
る
側

の
行
動
の
背
景
、
周
り
で
い
じ
め
を
見
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
心
の
在
り
方
な
ど
を

検
証
し
、
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※
他
の
質
問
項
目

い
じ
め
へ
の
取
り
組
み

無

所

属
（

※

３

）

生
活
保
護
と
教
員
の
勤
務
評
価

生
活
保
護
の
次
世
代
育
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
塾
代
助
成
）
・
教
育
ク
ー
ポ
ン
（
バ

ウ
チ
ャ
ー
）

問
就
学
援
助
世
帯
を
対
象
に
大
阪
市
は
西
成

区
で
今
月
か
ら
月
１
万
円
の
教
育
ク
ー
ポ

ン
の
支
給
を
開
始
し
て
い
る
が
、
本
区
に

お
い
て
も
教
育
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
形
で
塾

代
助
成
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
大
阪
市
の
事
例
は
、
ま
だ
試
行
段
階
で
あ

る
と
の
こ
と
な
の
で
、
今
後
の
実
施
状
況

や
成
果
な
ど
を
見
な
が
ら
、
様
々
な
角
度

か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

※
他
の
質
問
項
目

塾
代
助
成
対
象
者
の
進

学
率
の
推
移

な
ど

教
員
の
勤
務
評
価

問
昨
年
度
の
本
区
の
区
立
小
・
中
学
校
に
勤

務
す
る
教
員
の
勤
務
評
価
５
〜
１
の
そ
れ

ぞ
れ
の
人
数
と
２
年
連
続
評
価
１
の
教
員

人
数
を
伺
う
。

答
最
上
位
の
５
は
１２０
名
、
上
位
の
４
は
２４９
名
、

中
位
の
３
は
６２０
名
、
下
位
の
２
は
２５３
名
、

最
下
位
の
１
は
該
当
者
な
し
で
あ
り
、
２

年
連
続
で
勤
務
評
価
１
の
教
員
は
い
な
い
。

問
現
在
、
教
員
の
勤
務
評
価
で
は
保
護
者
の

意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
る
な
ど
し
て
校
長
な
ど
の
管
理

職
が
評
価
す
る
際
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
年
１
回
、
全
校
の
保
護
者
を
対
象
に
、
学

校
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
授
業
公
開
や
学
校
行
事
の

際
に
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
校
長
が
総
合
的
に
判
断
し
て
行

っ
て
い
る
。

※
他
の
質
問
項
目

教
員
の
勤
務
評
価
の
比

率

な
ど

生
活
保
護

問
過
去
５
年
間
と
現
時
点
の
不
正
受
給
件
数

と
年
度
別
被
害
総
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答
平
成
１９
年
度
は
２２
件
４
千
２６
万
９
千
８００
円
、

２０
年
度
は
２２
件
４
千
１６１
万
２
千
４７９
円
、
２１

年
度
は
３０
件
４
千
７５６
万
９
千
９９３
円
、
２２
年

度
は
２６
件
４
千
６５８
万
２
千
４４５
円
、
２３
年
度

は
２９
件
３
千
６７１
万
３
千
２１
円
、２４
年
度
は
現

時
点
で
２０
件
２
千
９７１
万
５
千
３２８
円
で
あ
る
。

問
生
活
保
護
の
不
正
受
給
が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
不
正
受
給
に
対
し
て
は
、
刑

事
告
訴
も
含
め
て
厳
し
い
対
応
を
す
べ
き

で
あ
る
。
現
在
ど
の
よ
う
な
チ
ェ
ッ
ク
体

制
を
と
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨

む
の
か
。

答
保
護
開
始
前
は
、
金
融
機
関
な
ど
へ
資
産

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
保
護
開
始
後
は
、

収
入
申
告
を
求
め
る
一
方
で
、
毎
年
課
税

調
査
を
行
い
収
入
状
況
の
確
認
な
ど
を
し

て
い
る
。
悪
質
な
事
案
に
対
し
て
は
警
察

へ
の
告
訴
を
含
め
厳
正
に
対
処
し
て
い
く
。

※
他
の
質
問
項
目

昨
年
度
の
保
護
廃
止
の

件
数
と
主
な
理
由
（
死
亡
、
収
入
増
、
失

踪
な
ど
）
と
そ
の
割
合

な
ど

水元公園の除染作業

中学校での授業風景
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